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6ヒ ノ キ の 栄 養 繁 殖 に つ い て

発 根 率 の ク ロー ン問 差 異

宮 島 寛 。 宮 崎 安 貞 。柳 池 一 馬

昭和45年5月14日 か ら26日 にか けて、ナ ンゴ ウヒを主体 と した ヒノキ 。ク ロー ン19種

にっいて合計15,465本 をさ し付 け して、昭和46年5月 上旬に発根状況 を観察 した。 その結 果

は、 ヒノキ発根個 体数 は合計4,652本 で、 これはさ し付け本数 の約45.5%に 当 る。 この報告 で

は、 とくに ヒノキさ し木繁殖における発根率 のク ローン間差異 について述 べる こととする。

材 料 お よ び 方 法

供試 したさ し穂材料は、まず ナンゴウヒについては粕演生 ケ谷の8年 生 ナンゴ ウヒか ら1,563

本 、 同飯盛 の10年 生 ナンゴ ウヒか ら6,153本 の 合計7,696本 を採穗 した。普通 ヒノキは、粕演

飯盛に生 育 している10年 生 ヒノキ林 か ら2,370本 を採穂 した。さ らに精其樹 ヒノキは粕演林木

育種試験地内の ヒノキ 。クローン 集植 地の17ク ロー ンか ら合計5.599本 を採穂 した。いずれ も

1昼 夜清水に浸漬 した後、平均約18cntに 穂 作bし てその うち約6cmを さ し床に丸箸でさ し付穴

を うがつてさ し付 けた。 さ し付間隔は約8㎝ で あつた。 さ し付 けた フレームは、 ピー ・ノズル と

タイマーで 自動灌 水 したが、 さ し付 当初1週 間は充 分に灌水 を行 ない、 その後は夏季で40分 問

隔 に15秒 の灌 水 をし、晩夏か らは9G分 閃隔に15秒 の灌水 を行 なっ た。

結 果 お よ び 考 察

昭和46年5月 上旬にさ し木 を掘b取 り、発根 した個体 は第1回 床 替 を行 なつたが、そ の成績

をクm-一一ン別 に示 す と表 ・一一1の とお りである。

表 一1か ら判る ことは、まず ヒノキの発根率は ク ロー ンに よつて非 常に異 なる数値 を示す ことて、

発根率の高いク ロー ンは神埼4号(61.6%)、 佐 伯17号(59.5%)、 藤 津2号(46.5%)、 ナ

ンゴ ウヒ(44.8%)な どで、反対 に発根率の低いのは宇和島5号 、嘉穂4号 な どであつ て、 これ

らのク ・一ンは全 く発根 しなかつた。 ナ ンゴ ウヒは供試19ク ロー ン中第4位 に高い発根率 を示

した ことは、いろいろの意味 で注 目すべ きことと考え られる。精 しい分析 や考察 は今 後の研 究の

進展 に待 ちたい。
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表 一1ヒ ノキのク ロー ン別発根

7樹 木 の 栄 養 繁 殖 施 設 の 使 用法 の改 良

宮 島 寛 ・宮 崎 安 貞 ・ 柳 池 一 馬

九大粕演 の大温室におけ る庭園用樹木 の発根不 良の原因 については従来 か らいろい ろ検討され

て きて、水質の問題 を始め とす る温室内の環境条 件の適正化が必要 なことがます ます 注 目を集め

る ように なつて きた。 本研究では、 この うち庭園用樹木 のマス 。プロ化 にはいるための予 備試験

のひ とつ として、

(1)フ レー ム内発根床の土の深さ

(2)デ フ レクシヨン 。ノズルの灌水量


